
問／健康づくり課（保健センター内）
�465-8611 �466-7522

※各種相談の日程は、３０ページをご覧ください。

※救急医療のお問い合わせ
●埼玉県救急医療情報センター �０４８―８２４―４１９９
●埼玉県南西部消防本部 �０４８―４６０―０１２３

※小児救急電話相談
●＃８０００（携帯電話からも相談可能）

※１月の休日歯科応急診療所
実 施 日 １月３日㈯・４日㈰・１１日㈰・１２日（月・祝）・１８日㈰・２５日㈰
受 付 時 間 午前９時～１１時３０分
場 所 新座市休日歯科応急診療所（新座市保健センター）
診 察 料 健康保険法の規定料金（保険証を必ずお持ちください）
問い合わせ �０４８―４８１―２２１１
☆今月の主な保健衛生週間行事予定 １日～２月２８日は「はたちの献血キャンペーン」です。

そ の 他
定員／午前１８組・午後１８組（先着順）
申／１月８日㈭から（電話で要予約）

内容／赤ちゃんと育児について、お母さん同士
の交流など
申／電話で１月１３日㈫から予約受付開始

もくよく

内容／保育と沐浴、パパのための講座、お産の
進み方、DVD上映など
申／３月（２日コース）は電話で１月８日㈭から
予約受付開始
※２月（１日コース）すでに受け付けを行っています。

※左記の方へ、個別通知します。
（１月上旬発送予定）

生後１か月児（H２６年１２月生まれ）に個別通知します（１月中旬発送予定）。

平成２６年５・６・７月生の第１子
のお子さんとその保護者１人

H２６年１２月生
定員／３０組（先着順）

対 象
２月１９日㈭ 午前１０時～正午
もしくは午後１時３０分～３時３０分

２月２５日㈬
午後１時３０分～３時３０分

日 時
離乳食ステップ
アップ教室
母と子のつどい

実施時間

午前１０時～午後４時

１回目：午後１時～４時
２回目：午前１０時～午後４時

対象（初妊婦）
H２７年５～７月
出産予定
H２７年６～８月
出産予定

３６人

３６人

定員日 程

１４日㈯

１回目：５日㈭
２回目：１４日㈯

２月
（１日コース）

３月
（２日コース）

マタニティ教室
※土曜日はパパも
参加できます。

２月の乳幼児健診
３歳児健診

H２３年１０月生まれ
１歳６か月児健診
H２５年７月生まれ

１０か月児健診
H２６年４月生まれ

４か月児健診
H２６年１０月生まれ

乳幼児健康診査

定期予防接種

内 容

平成２６年度個別がん検診は、２月２８日㈯まで市協定医療機関で実施中です！市協定医療機関に直接予約し受診してください。
詳細は、市ホームページをご覧いただくか健康づくり課へお問い合わせください。
※医療機関によっては、検診終了間近ですと受診できない場合がありますのでご注意ください。

感染性胃腸炎（ノロウイルス等）
※冬季に多いのは主に、ノロウイルスが原因といわれています。
潜伏期間／１～２日
感染期間／下痢・おう吐等の症状がある期間
感染経路／経口感染（カキなどの二枚貝の加熱が不十分な時）、
接触感染

症 状／吐き気、おう吐、激しい下痢、腹痛、発熱、筋肉痛
等の症状が現われます。おう吐、下痢から脱水症状を起こす
こともあります。

インフルエンザ
※例年、１～２月ごろが流行のピークです。
潜伏期間／通常１～３日
感染期間／発症直前から発症後３日間ほどが特に感染力が強い
感染経路／飛まつ感染（せきやくしゃみ等）、接触感染（ウイルスのつ

いた手で触れた物（ドアノブや手すり等））
症 状／３８度以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛等の全身症状が、突然現

われます。併せて、のどの痛み、鼻水、せき等の症状もみられ
ます。子どもはまれに急性脳症を、高齢の方や免疫力が低下
している方は肺炎を起こすなど、重症化することがあります。

＜インフルエンザ情報＞
埼玉県ホームページ「インフルエンザについて」
http : //www.pref.saitama.lg.jp/page/influenzanituite.html
厚生労働省ホームページ「インフルエンザ（総合ページ）」
http : //www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/infulenza/index.html

RSウイルス感染症（急性細気管支炎）
※１０月下旬から現在も流行中で、患者報告数は過去最大です。
特に１歳以下の子どもで、７割を占めています。

潜伏期間／４～５日
感染期間／３～８日（乳児は３～４週間）
感染経路／飛まつ感染、接触感染
症 状／鼻水、せき、のどの痛み等の風邪のような症状が現
われます。乳幼児に多く、生後６か月未満では重症化しやす
く、入院が必要なこともあります。

●冬にかかりやすい代表的な感染症とは？

●感染症を予防するには？
手洗い、うがいが基本です！流水・石けんによる手洗いは、ついたウイルスを流してくれます。
抵抗力を高めるために、規則正しい生活と十分な休養、バランスのとれた食事を心がけましょう。
また、乾燥しているとウイルスに感染しやすいため、湿度を保つことも効果的です。

＊せきエチケット＊
・せきやくしゃみをする際は、マスクを着用しましょう。マスクを持っていない場合
は、ティッシュや衣類で口を覆い、他の人に飛まつを飛ばさないようにしましょう。

・せきやくしゃみをしている人には、マスクの着用をお願いしましょう。

予防が大切！気をつけよう冬にかかりやすい感染症‼

各種健（検）診等の年間日程
は「朝霞市保健センターガ
イド」に掲載しています。

乳幼児と保護者の方へ ※費用／無料（特に記載してあるものを除く） 会場／保健センター

成人の方へ
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